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甲
府

2月臨時会 3月定例会

令和６年度予算を
じっくり審査！

「筋トレ」のススメコラム

緑が丘スポーツ公園(船出広場)に
新たに設置された「ちょいトレ」健康器具



第六次甲府市総合計画の基本構想に基づく主な施策

　臨時会は、２月２日に招集され、会期を１日と定め、市長から提出された物価高騰対

策のための給付金に係る経費などを内容とした補正予算を審議し、可決しました。2
月
臨
時
会

3
月
定
例
会

　令和６年度の市政の執行につきましては、目まぐるしく変容する社会情勢
にあっても、挑戦し、変革していく気概を持ちながら、スピード感のある市
政運営を基本とする中で、未来に向けて「変化」と「成長」を遂げる１年と
すべく、「第六次甲府市総合計画」における基本構想に沿った施策を重点的
かつ効果的に推進してまいります。

― いきいきと輝く人を育むまちをつくる
・就労要件を問わず柔軟に利用できる新た
な通園制度の試行実施

・保育施設のＩＣＴ化の促進による保育の
質や保護者の利便性の向上

・いじめや不登校などの総合的な相談窓口
である「児童生徒支援センター すてっぷ」
の体制強化や「校内教育支援センター ほっ
とルーム」の増設による居場所の充実

・児童・生徒の学習の軌跡の可視化など、
教育現場におけるＤＸ化による先駆的な
学習環境の整備

― 魅力があふれ人が集う活力あるまち
をつくる

・発信力のあるコンテンツとのコラボレー
ションによる「宝石のまち甲府」のプロ
モーションの強化

・甲府城南側エリアにおける、本市の新た
な都市観光の拠点となる歴史文化交流施
設の建設

・四季を通じた魅力あるコンテンツの造成
による、圏域内を巡るツーリズムの展開

・岡島百貨店跡地の再開発への支援や、甲府
城南側エリアと中心市街地とを結ぶ、江戸
風まちなみ散策路の整備等の着実な推進

― 安全で安心して健やかに暮らせるまちをつくる
・防災知識の普及や避難所運営等の支援を行う防災リーダーの育成
・高齢者や障がい者にも使いやすく衛生面に配慮した簡易トイレを圏域内の避難
所に配備

・日常生活の中で運動を習慣化するための「（仮称）甲府市の歌体操」や、市内
事業所が競いながら楽しく体を動かす「（仮称）事業所対抗大運動会」の開催

・高齢者を支える地域社会の構築に向けた、在宅医療・介護連携による切れ目な
いサービスの提供体制の構築
― 自然と都市機能が調和する快適なまちをつくる
・産学官コンソーシアムとの連携のもと、市域における水素の小口利用を先導す
る実証事業の展開やバイオマスエネルギーの新たな地域産業を確立していく実
証事業の実施

・遊亀公園・附属動物園の北側獣舎等の整備の推進や動物用医療機器の更なる充実
・「（仮称）リニア山梨県駅前エリアのまちづくり基本方針」に基づく、駅前広場
や道路などの整備のあり方を示す基盤整備方針の策定

・日常生活の利便性を高める道路整備の着実な推進と、市民等の利便性向上につ
なげる道路台帳のデジタル化及び道路占用許可申請のオンライン化の実施
― 基本構想の推進
・県央ネットやまなしを構成する市町が持つ強みや魅力を活かした取組を幅広く
紹介するポータルサイトの構築

・ＳＤＧｓ推進パートナー登録制度の推進や大学との連携による市民のＳＤＧｓ
の意識の醸成

・A I－OCR や RPA を活用した取組の拡充や対話型生成ＡＩの導入など、積極
的なデジタル技術の活用による行政運営の高度化と効率化の推進

・四季に応じた「甲府歳時記プロモーション」の展開

甲府市保育施設等物価高騰対策支援金（拡充） がんばろう甲府！プレミアム付き商品券（第２次追加販売）

＜民生文教委員会 付託＞
全員異議なく、当局提案のとおり可決

＜経済建設委員会 付託＞
棄権者を除き、異議なく、当局提案のとおり可決

　山梨県の支援制度を補完する甲府市独自の「甲府市保
育施設等物価高騰対策支援金」について、これまでの光熱
費への支援に加えて、消耗品費等の
価格高騰分を支援し、事業の質の確
保及び市民サービスの維持を図る
ための経費に係る補正予算です。

　追加販売についても好評につき即時完売となった「プレ
ミアム付き商品券」について、長引く物価高騰による市民生
活への影響を鑑み、第２次追加販売を行うための経費に係
る補正予算です。

令和6年2月臨時会 審議結果
議案番号 件名等 議決月日 結　果 政　和

こうふ
政　友
クラブ 公明党 こうふ

未　来
日　本
共産党

市　民
クラブ

無所属
山田弘之

無所属
村松裕美

令
和
5
年
度

補
正
予
算

議案第 1 号 令和5年度甲府市一般会
計補正予算（第１１号） 2月2日 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 △△ 〇〇 〇〇

○○賛成　△△棄権
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　甲府市議会では、皆様の意見をもとに議会内で研究し、政策提言につなげてい
くため、1月29日に医療・介護・福祉の専門職の皆様、2月13日に甲府商科専門
学校の学生の皆様と交流会を開催しました。

と の を開催しました

　医療・介護・福祉の専
門職の皆様と民生文教委
員会の委員を中心に「在
宅医療・介護の体制づく
りについて」をテーマに
意見交換を行いました。

医療・介護・福祉の専門職医療・介護・福祉の専門職

●在宅医や介護福祉士といった在宅医療・介護
を担う人材の不足は深刻であり、対策が必要
●「わたしの想いノート（ＡＣＰノート※）」の
周知と利用促進
●本人や家族が人生の最期までをイメージす
る手助けを行う人材の確保
●身寄りのない方が適切な医療等を受けるた
めの成年後見制度の周知活動
●在宅医療について考える講演会や出前講座
の実施

など
※ACP（アドバンス・ケア・プランニング）とは、
病気になったり、介護が必要になったりしたとき
に向けて、自分が大切にしているもの・こと・価
値観や、「どう生きたいか・どう過ごしたいか」を
考え、大切な人、支えてくれる人と自分の想いを
共有することです。

市民市民市民市民 議会議会議会議会 交流会交流会交流会交流会

主な意見

　甲府商科専門学校におじゃまさせていただ
き、学生の皆様と総務委員会の委員を中心に
「ＤＸの課題と可能性について」をテーマに意
見交換を行いました。

甲府商科専門学校の学生甲府商科専門学校の学生

主な意見
●ＡＩによる権利侵害への対策
●フェイクニュース等に対する情報精査の
必要性

●通信障害等のリスクに備えて、デジタルに
頼りすぎないことも大事

●ＤＸに抵抗感のある高齢者に向けたＤＸ
のメリットの明確化

●ＩＴの教育者を増やすことによるＤＸへ
の興味や理解の促進

など
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黒
平
地
区
の
今
後

　

黒
平
地
区
の
市
民
い
こ
い
の

里
を
児
童
・
生
徒
の
学
習
の
場

に
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

　

令
和
７
年
度
に
財
産
の
処
分

制
限
期
間
の
50
年
目
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
近
隣
施
設
と
の
集

約
化
や
民
間
活
力
の
導
入
等
、

ご
提
案
の
活
用
方
法
を
含
め
、

協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

湯
村
温
泉
の
再
開
発

　

甲
府
観
光
開
発
株
式
会
社
に

よ
る
再
開
発
が
進
む
中
で
の
甲

府
市
の
関
わ
り
に
つ
い
て
。

　

湯
村
温
泉
の
価
値
を
高
め
る

取
組
を
第
３
次
甲
府
市
観
光
振

興
基
本
計
画
等
に
掲
げ
、
甲
府

観
光
開
発
株
式
会
社
や
地
域
の

皆
様
と
本
再
開
発
事
業
に
取
り

組
み
、
湯
村
温
泉
が
本
市
の
持

続
可
能
な
観
光
を
先
導
で
き
る

よ
う
、
今
後
も
関
係
団
体
等
と

連
携
を
図
り
、
必
要
な
支
援
策

を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
登
録

　

３
つ
の
大
陸
プ
レ
ー
ト
が
せ

め
ぎ
合
う
、
地
質
学
的
に
も
珍

し
い
ハ
ー
ト
型
甲
府
盆
地
の
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
登
録
に
つ
い
て
。

　

学
術
的
な
研
究
・
調
査
の
定

常
的
な
実
施
や
ジ
オ
ツ
ア
ー
の

実
施
、拠
点
と
な
る
施
設
整
備
・

運
営
等
に
対
し
て
、
地
域
住
民

な
ど
の
理
解
や
継
続
的
な
協
力

が
必
要
で
あ
り
、
登
録
に
向
け

た
機
運
の
高
ま
り
が
不
可
欠
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

市
道
羽
黒
千
代
田
湖
線
整
備
に
つ
い
て

・�

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
業
を
見
据

え
た
観
光
施
策
に
つ
い
て　

他

ＱＡＱＡ

ＱＡ

こうふ未来

代表質問（一括）

廣瀬　集一

質問
動画

3
月
定
例
会

市
政
に

関
す
る

質
問

一
問
一
答
…�

一
問
ご
と
に
質
疑

応
答
を
行
う
。

分　
　

割
…�

質
問
項
目
ご
と
に

質
疑
応
答
を
行
う
。

一　
　

括
…�

質
問
項
目
す
べ
て

を
質
問
し
、
一
括

で
答
弁
を
行
う
。

甲府市議会だより221号 04

市政に関する質問



家
具
転
倒
防
止
支
援

　

山
梨
県
地
震
被
害
想
定
調
査

に
お
い
て
、
曽
根
丘
陵
断
層
帯

地
震
が
起
き
た
場
合
、
家
具
の

転
倒
等
に
よ
る
死
者
数
に
つ
い

て
、
家
具
の
固
定
率
を
100
％
に

し
た
場
合
、
こ
れ
を
約
60
％
減

ら
せ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

家
具
の
固
定
作
業
を
本
市
の

指
定
す
る
業
者
が
行
い
、
費
用

を
市
が
負
担
す
る
家
具
転
倒
防

止
事
業
の
実
施
を
求
め
ま
す
。

　

家
具
の
転
倒
等
防
止
に
は
、

固
定
や
配
置
な
ど
の
工
夫
と

い
っ
た
事
前
の
備
え
が
有
効
な

た
め
、「
わ
が
家
の
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
や
各
種
防
災
研
修
会
等

で
周
知
・
啓
発
を
行
っ
て
お
り
、

家
具
転
倒
防
止
事
業
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
、
国
や
他
都
市
の

動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
化
促
進

　

建
物
の
耐
震
化
促
進
の
た
め

耐
震
改
修
に
係
る
補
助
金
の
増

額
と
平
成
12
年
基
準
以
前
の
木

造
住
宅
も
耐
震
改
修
の
補
助
対

象
と
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
100
万

円
か
ら
125
万
円
に
増
額
し
、
来

年
度
予
算
案
に
計
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
対
象
建
物
に
つ
い
て

は
、
旧
耐
震
基
準
の
木
造
住
宅

は
、
昭
和
56
年
の
新
耐
震
基
準

以
降
の
住
宅
に
比
べ
、
倒
壊
率

が
顕
著
に
高
い
た
め
、
引
き
続

き
旧
耐
震
基
準
の
木
造
住
宅
を

対
象
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
導
入
に
つ
い
て

・�

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
の
補
助
金

に
つ
い
て

・�

福
祉
避
難
所
支
援
に
つ
い
て　

他

ＱＡ

ＱＡ

日本共産党

代表質問（分割）

内藤　司朗

質問
動画

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

　

市
内
の
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
の
現
状
と
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
「
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上

の
基
準
」
及
び
地
元
と
の
公
害

防
止
協
定
等
に
定
め
る
排
出
基

準
を
基
に
浸
出
水
を
管
理
し
て

お
り
、
こ
の
基
準
は
、
水
質
汚

濁
の
指
標
で
あ
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ
や
汚

染
度
を
示
す
指
標
で
あ
る
大
腸

菌
群
数
等
の
項
目
で
国
の
排
出

基
準
よ
り
も
更
に
安
全
に
配
慮

し
た
基
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
浸
出
水
等
の
安
全

性
を
確
保
し
、
適
正
な
維
持
管

理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
製
品
廃
棄
物

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源

循
環
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

使
用
製
品
廃
棄
物
へ
の
対
応
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

当
該
法
律
の
施
行
に
よ
り
、

家
庭
系
可
燃
ご
み
と
し
て
収
集

さ
れ
て
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使

用
製
品
廃
棄
物
を
、プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
と
一
緒
に
資
源

物
と
し
て
回
収
が
可
能
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
な
お
一
層
の
資

源
循
環
を
促
進
し
て
い
く
た
め
、

甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施

設
事
務
組
合
及
び
組
合
構
成
市

と
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
製
品

廃
棄
物
の
分
別
回
収
の
実
施
に

向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
限
り
あ
る
資
源
を

有
効
に
利
用
し
、
持
続
可
能
な

循
環
型
社
会
を
目
指
し
、
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

子
育
て
支
援
に
つ
い
て　

他

ＱＡＱ

Ａ

市民クラブ

代表質問（分割）

依田　勝見

質問
動画
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大
規
模
災
害
時
の
対
応
状
況

　

避
難
所
の
現
状
と
狭
あ
い
道

路
の
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
に
つ
い
て
。

　

避
難
所
に
つ
い
て
は
、
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備
、
３
日

分
の
食
料
や
水
の
備
蓄
、
非
常

用
貯
水
槽
の
設
置
等
に
加
え
、

民
間
企
業
等
と
災
害
協
定
を
締

結
し
、
必
要
な
物
資
等
の
確
保

に
努
め
る
ほ
か
、県
央
ネ
ッ
ト
や

ま
な
し
で
の
防
災
資
機
材
の
共

同
利
活
用
等
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

狭
あ
い
道
路
に
つ
い
て
は
、

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
部
分
の
寄
附
に

よ
る
公
有
地
化
を
図
っ
て
お
り
、

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
さ
れ
た
部
分
は

随
時
、
状
況
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活

用
し
た
啓
発
を
行
う
中
で
、
適

切
な
維
持
管
理
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
う
ふ
グ
リ
ー
ン
ラ
ボ
の
取
組

　

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
の
取

組
と
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
。

　

こ
れ
ま
で
も
水
素
や
太
陽
光

等
に
よ
る
市
域
の
脱
炭
素
化
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
次
年
度
に

向
け
て
は
、
市
内
高
等
学
校
と

連
携
し
、
水
素
燃
料
電
池
を
ド

ロ
ー
ン
へ
組
み
合
わ
せ
る
研
究

開
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
は
、
成
長
が
早
く
、
燃

焼
効
率
の
高
い「
ヤ
マ
ト
ダ
マ
」

を
活
用
し
た
実
証
事
業
を
行
い
、

遊
休
農
地
等
を
活
用
し
た
新
た

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
確
立
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
健
康
政
策
に
つ
い
て

・
動
物
愛
護
に
つ
い
て　

他

ＱＡ

ＱＡ

子
育
て
・
子
育
ち
施
策

　

子
ど
も
た
ち
や
そ
の
親
が
甲

府
市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思

え
る
施
策
を
、
今
後
ど
の
よ
う

に
打
ち
出
す
の
か
伺
い
ま
す
。

　

子
育
ち
応
援
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
応
援
団
体
な
ど
と
の
連

携
・
協
力
に
よ
る
居
場
所
づ
く

り
等
に
加
え
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
関
す
る
社
会
的
理
解
の

促
進
、
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も

の
早
期
実
態
把
握
や
支
援
に
つ

な
げ
る
取
組
等
を
推
進
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

児
童
手
当
の
対
象
年
齢
拡
大
や
、

保
護
者
の
就
労
要
件
を
問
わ
な

い
通
園
制
度
の
試
行
的
実
施
に

向
け
た
準
備
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
の
家
庭
へ
の
心
理
的
ケ

ア
の
専
門
職
に
よ
る
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
支
援
の
導
入
等
に
加
え
、

子
ど
も
・
子
育
て
政
策
の
指
針

と
な
る
「
こ
ど
も
計
画
」
の
策

定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

家
屋
の
耐
震
化
促
進

　

家
屋
の
耐
震
化
に
係
る
補
助

金
の
増
額
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

山
梨
県
の
補
助
制
度
を
活
用

す
る
中
で
、
耐
震
改
修
費
用
の

補
助
上
限
額
を
100
万
円
か
ら

125
万
円
に
増
額
す
る
な
ど
制
度

を
拡
充
し
、
令
和
６
年
度
予
算

案
へ
計
上
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
補
助
制
度
拡
充
の

周
知
や
戸
別
訪
問
等
に
よ
り
、

耐
震
化
の
必
要
性
な
ど
、
建
物

所
有
者
の
防
災
意
識
を
啓
発
す

る
中
で
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化

を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
市
税
収
入
の
確
保
に
つ
い
て

・�

水
道
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て　

他

ＱＡ

ＱＡ

政友クラブ

代表質問（分割）

長沼　達彦

政和こうふ

代表質問（分割）

岡　　政𠮷

質問
動画

質問
動画

甲府市議会だより221号 06

市政に関する質問



認
知
症
賠
償
責
任
保
険

　

認
知
症
高
齢
者
の
事
故
な
ど

に
よ
り
、
家
族
が
責
任
を
問
わ

れ
る
、
あ
る
い
は
被
害
者
が
救

済
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
中
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
、

本
市
が
契
約
者
と
な
り
、
認
知

症
の
住
民
を
被
保
険
者
と
す
る

高
齢
者
向
け
認
知
症
賠
償
責
任

保
険
の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

　

本
市
で
は
、
認
知
症
の
方
が

尊
厳
を
保
持
し
つ
つ
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
全
か
つ
安
心
し

て
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
認
知
症

の
方
を
地
域
で
見
守
る
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
や
支
援
者

を
つ
な
ぐ
仕
組
み
で
あ
る
チ
ー

ム
オ
レ
ン
ジ
の
設
置
に
取
り
組

む
な
ど
、
認
知
症
の
方
と
そ
の

家
族
を
地
域
で
支
え
る
た
め
の

取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
体
制
づ

く
り
を
令
和
６
年
度
か
ら
の
次

期
「
高
齢
者
い
き
い
き
甲
府
プ

ラ
ン
」
の
施
策
に
位
置
付
け
、

認
知
症
高
齢
者
の
個
人
賠
償
責

任
保
険
の
加
入
支
援
の
必
要
性

も
含
め
、
認
知
症
施
策
全
般
に

つ
い
て
認
知
症
の
方
や
家
族
等

の
ニ
ー
ズ
把
握
に
努
め
る
中
で
、

社
会
全
体
で
支
え
る
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け

て
各
種
取
組
を

推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て

・�

産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て

・�

避
難
場
所
と
な
る
体
育
館
の

冷
暖
房
化
に
つ
い
て　

他

ＱＡ

市
役
所
の 

「
書
か
な
い
窓
口
」の
推
進

　

窓
口
を
利
用
す
る
市
民
の
利

便
性
向
上
た
め
の
取
組
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
記

録
さ
れ
た
基
本
情
報
を
専
用
端

末
で
読
み
取
り
、
書
か
ず
に
申

請
書
等
に
印
刷
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
今
年
３
月
か
ら
一
か
月
程

度
試
験
的
に
導
入
し
、
そ
の
効

果
検
証
を
踏
ま
え
て
、
本
市
の

実
情
に
あ
っ
た
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
導
入

　

災
害
時
に
役
立
ち
、
平
常
時

も
イ
ベ
ン
ト
会
場
等
で
使
用
で

き
る
移
動
式
の
屋
外
ト
イ
レ
導

入
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

保
管
場
所
や
牽
引
車
両
の
確

保
等
の
課
題
が
あ
る
た
め
、
避

難
所
に
お
け
る
簡
易
ト
イ
レ
等

の
整
備
を
、
今
後
も
着
実
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

医
療
的
ケ
ア
児
や
知
的
障

が
い
児
た
ち
へ
の
避
難
対
応

　

避
難
所
の
環
境
に
適
応
が
難

し
い
要
支
援
者
の
避
難
へ
の
対

応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

移
動
や
集
団
で
の
避
難
生
活

が
難
し
い
要
支
援
者
の
避
難
に

つ
い
て
は
、
要
支
援
者
ご
と
の

避
難
支
援
を
記
載
し
た
個
別
避

難
計
画
の
作
成
に
よ
り
、
本
人

や
そ
の
家
族
だ
け
で
な
く
関
係

者
や
関
係
機
関
、
関
係
部
局
と

連
携
し
、
避
難
支
援
に
つ
な
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
実
証
運
行
に
つ
い
て　

他

ＱＡＱＡ

ＱＡ

こうふ未来

一般質問（分割）

清水　一成

公明党

代表質問（分割）

長沢　達也

質問
動画

質問
動画

07 甲府市議会だより221号

市政に関する質問



多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り

　

外
国
人
住
民
へ
の
多
文
化
共

生
の
取
組
と
情
報
発
信
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　

市
独
自
の
専
用
ア
プ
リ
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
た

医
療
、
教
育
等
の
情
報
の
多
言

語
で
の
情
報
発
信
、
外
国
人
相

談
員
に
よ
る
相
談
窓
口
で
の
案

内
等
の
支
援
、
異
文
化
体
験
サ

ロ
ン
の
開
催
な
ど
、
多
文
化
共

生
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
留
学
生
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
活
用
等
の
多
文

化
共
生
・
国
際
交
流
事
業
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
県
央
ネ
ッ

ト
や
ま
な
し
に
お
い
て
各
市
町

の
取
組
や
課
題
を
共
有
す
る
中

で
、
圏
域
全
体
と
し
て
多
様
性

の
あ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

手
話
言
語
の
利
用
促
進
及
び

共
生
社
会
の
実
現

　

障
が
い
者
の
情
報
取
得
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
へ

の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

手
話
言
語
で
の
日
常
会
話
を

習
得
す
る
講
座
等
の
実
施
、
手

話
通
訳
者
等
の
派
遣
に
よ
る
外

出
の
サ
ポ
ー
ト
、
文
書
の
文
字

認
識
や
情
報
の
取
得
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
機
器
等
の
給
付
な
ど
、

障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た
様
々

な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
手
話
言
語
の
利
用

促
進
に
努
め
、障
が
い
の
特
性
に

応
じ
た
情
報
の
取
得
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
り
一
層
促

進
さ
れ
る
よ
う
、
き
め
細
か
な

支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

自
殺
対
策
の
推
進
に
つ
い
て　

他

ＱＡ

ＱＡ

学
校
給
食
費
無
償
化

　

学
校
給
食
費
を
無
償
化
す
る

こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

現
行
制
度
を
維
持
し
な
が

ら
、
国
の
「
こ
ど
も
未
来
戦
略

方
針
」
に
お
け
る
学
校
給
食
費

無
償
化
へ
の
具
体
的
方
策
の
検

討
や
、
山
梨
県
の
「
人
口
減
少

危
機
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
お

け
る
給
食
費
無
償
化
を
実
施
す

る
市
町
村
へ
の
支
援
検
討
の
動

向
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

補
聴
器
購
入
へ
の
助
成

　

補
聴
器
購
入
へ
の
助
成
を
求

め
ま
す
。

　

全
国
市
長
会
で
、
補
聴
器
購

入
に
対
す
る
補
助
制
度
の
創
設

に
つ
い
て
の
提
言
書
を
国
へ
提

出
し
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
、

動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

介
護
労
働
者
の
処
遇
改
善

　

処
遇
改
善
に
向
け
た
本
市
独

自
の
取
組
を
求
め
ま
す
。

　

本
市
が
事
務
局
を
務
め
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連
絡
協
議

会
に
お
い
て
「
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
と
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

の
活
用
」
や
「
介
護
現
場
の
接

遇
」
等
に
関
す
る
研
修
会
を
行

い
、
現
場
の
生
産
性
を
高
め
る

と
と
も
に
、
働
き
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
を
進

め
、
介
護
人
材
の

確
保
と
定
着
を

図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

福
祉
施
設
な
ど
へ
の
経
済
的

な
支
援
に
つ
い
て

・�

市
内
事
業
者
に
対
す
る
物
価

高
騰
対
策
に
つ
い
て　

他

ＱＡＱＡ

ＱＡ

政和こうふ

一般質問（分割）

末木　咲子

日本共産党

一般質問（分割）

清水　英知

質問
動画

質問
動画

甲府市議会だより221号 08

市政に関する質問



少
子
化
対
策

　

望
む
人
数
の
子
ど
も
を
育
て

ら
れ
る
よ
う
な
合
計
特
殊
出
生

率
向
上
へ
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　

こ
れ
ま
で
不
妊
治
療
費
の
助

成
や
助
産
師
に
よ
る
乳
児
家
庭

全
戸
訪
問
、
妊
娠
・
子
育
て
応

援
給
付
金
の
支
給
等
の
施
策
に

取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
子
ど
も
・
子

育
て
政
策
の
充
実
・
強
化
に
資

す
る
児
童
手
当
の
拡
充
な
ど
に

つ
い
て
国
と
連
携
し
た
取
組
の

準
備
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た

な
施
策
と
し
て
、
病
気
に
な
っ

た
子
ど
も
を
一
時
的
に
預
か
る

病
児
保
育
事
業
の
利
用
料
助
成

や
保
育
施
設
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
促

進
な
ど
に
要
す
る
経
費
を
令
和

６
年
度
当
初
予
算
案
に
計
上
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

安
全
な
登
下
校

　

市
内
の
通
学
路
で
安
全
対
策

が
必
要
と
さ
れ
た
箇
所
の
数
と

対
応
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

対
策
が
必
要
と
さ
れ
た
箇
所

は
220
箇
所
で
、
暫
定
的
な
対
策

を
含
め
、
今
年
度
末
に
は
全
て

対
策
済
み
と
な
る
予
定
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
の
新
設
・
再
塗
装
や
学
童

注
意
な
ど
の
路
面
表
示
、
ま
た
、

警
察
の
交
通
取
締
り
や
、
横
断

歩
道
、
一
時
停
止
線
の
新
設
・

再
塗
装
等
、
現
時
点
で
効
果
的

な
対
策
を
講
じ
、
甲
府
市
通
学

路
安
全
推
進
連
絡
会
議
で
進
捗

状
況
や
対
策
後
の
有
効
性
に
つ

い
て
確
認
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

環
境
に
配
慮
し
た
農
業
に
つ
い
て

・�

不
登
校
対
策
に
つ
い
て　

他

ＱＡ

ＱＡ

選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
の
取

組
と
成
果
の
見
え
る
化
を
図
る

中
で
の
、
更
な
る
戦
略
的
情
報

発
信
力
の
強
化
に
つ
い
て
伺
う
。

　

本
市
の
四
季
折
々
の
魅
力
を

織
り
交
ぜ
な
が
ら
紹
介
す
る
、

来
年
度
展
開
予
定
の
「
甲
府
歳

時
記
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
と
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
を
連
動
さ
せ
、
効
果
的

に
情
報
を
届
け
、
拡
散
さ
せ
る

戦
略
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

努
め
、
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ

る
「
こ
ど
も
育
む
ま
ち
」
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

上
九
一
色
地
区
の
発
展

　

上
九
の
湯
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
及
び
古
関
・
梯
い
き
い
き

プ
ラ
ザ
と
上
九
一
色
エ
リ
ア
価

値
向
上
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　

両
施
設
の
空
調
設
備
等
の
更

新
、
上
九
の
湯
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
露
天
風
呂
の
炭
酸
泉
化

等
の
整
備
を
行
う
予
定
で
す
。

　

今
後
も
、
上
九
一
色
地
区
の

発
展
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
、

関
係
部
局
と
連
携
し
た
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

活
動
範
囲
の
拡
大
の
見
通
し

も
含
め
た
今
後
の
取
組
を
伺
う
。

　

隊
員
の
確
保
に
向
け
た
更
な

る
周
知
活
動
に
努
め
る
と
と
も

に
、
今
後
は
、
活
動
を
指
導
・

支
援
す
る
支
援
機
関
の
活
動
範

囲
の
拡
大
に
つ
い
て
、
本
制
度

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
調
査
・
研

究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

持
続
可
能
な
道
路
管
理
に
つ
い
て

・�

災
害
対
応
に
つ
い
て　

他

ＱＡＱ

ＡＱＡ

政和こうふ

一般質問（分割）

鷹野　弘貴

政和こうふ

一般質問（分割）

鮫田　光一

質問
動画

質問
動画
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５
歳
児
健
診

　

５
歳
児
健
診
費
用
に
対
す
る

国
の
補
助
の
開
始
を
受
け
て
、

今
後
の
取
組
を
伺
い
ま
す
。

　

５
歳
児
健
診
の
実
施
体
制
構

築
に
向
け
て
は
、
専
門
職
の
確

保
や
関
係
機
関
と
の
調
整
も
必

要
と
な
る
た
め
、
国
か
ら
示
さ

れ
る
予
定
の
「
５
歳
児
健
康
診

査
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
確
認
す

る
な
ど
、
引
き
続
き
、
国
・
県

の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

他
都
市
の
状
況
等
に
つ
い
て
も

情
報
収
集
す
る
中
で
、
調
査
・

研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
ケ
ー
ス
へ
の
三
角
巾

と
説
明
書
の
配
備
、
防
災
ア
プ

リ
に
よ
る
設
置
場
所
の
情
報
発

信
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

三
角
巾
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
や
止
血
等
に
活
用
で
き
る

た
め
、
写
真
付
き
の
説
明
書
と

共
に
順
次
設
置
・
周
知
し
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
の
情
報

に
つ
い
て
は
、
日
本
救
急
医
療

財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
全
国
Ａ

Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
を
防
災
ア
プ
リ
の

関
連
リ
ン
ク
か
ら
閲
覧
で
き
る

よ
う
、
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

中
学
校
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

　

学
校
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
出
前
授

業
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

本
市
独
自
の「
進
路
ノ
ー
ト
」

を
活
用
し
、
職
業
の
種
類
を
知

る
学
習
等
を
行
う
と
と
も
に
、

２
年
生
の
夏
休
み
の
職
場
体
験

で
は
、
働
く
喜
び
や
苦
労
な
ど

を
学
び
、
勤
労
観
や
職
業
観
を

育
ん
で
お
り
ま
す
。

ＱＡＱ

ＡＱＡ

天
神
山
古
墳
の
今
後

　

天
神
山
古
墳
の
保
存
と
活
用

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

天
神
山
古
墳
は
、
県
内
最
古

級
の
古
墳
で
あ
り
、
保
存
と
活

用
に
向
け
て
甲
府
市
指
定
文
化

財
と
す
る
と
と
も
に
、
構
造
等

の
概
要
把
握
の
た
め
の
試
掘
調

査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
基

に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

等
に
よ
り
、
天
神
山
古
墳
を
は

じ
め
、中
道
地
区
全
体
の
歴
史
・

文
化
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
文
献
等
に
よ
る
継

続
し
た
調
査
・
研
究
等
の
検
討

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
情
報

発
信
、
市
内
小
中
学
校
で
の
授

業
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
を
支
え
る
施
策

　

農
業
の
担
い
手
確
保
と
荒
廃

農
地
解
消
に
向
け
た
施
策
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　

新
た
に
農
業
に
挑
戦
す
る
市

民
を
対
象
と
し
た
農
産
物
の
栽

培
指
導
や
農
業
用
機
械
の
貸
出

の
ほ
か
、
中
山
間
地
域
に
お
け

る
鳥
獣
害
防
止
柵
設
置
等
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
林
水
産
省
よ
り
各

自
治
体
の
将
来
の
農
地
利
用
の

姿
を
明
確
化
す
る「
地
域
計
画
」

の
策
定
指
針
が
示
さ
れ
た
た
め
、

市
内
を
12
区
域
に
分
け
、
10
年

後
の
地
域
農
業
の
発
展
や
農
地

の
有
効
利
用
を
見
据
え
た
区
域

ご
と
の
「
地
域
計
画
」
の
策
定

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
避
難
計

画
作
成
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

・�

避
難
行
動
要
支
援
者
の
福
祉
避
難
所

へ
の
直
接
避
難
に
つ
い
て　

他

ＱＡＱ

Ａ

公明党

一般質問（分割）

岡田　真姫

政友クラブ

一般質問（分割）

橘田　大洋

質問
動画

質問
動画
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山
宮
甲
文
館
と
あ
す
な
ろ

学
級
山
宮
本
級
の
跡
地

　

更
地
と
な
っ
て
い
る
両
施
設

跡
地
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
。

　

自
主
財
源
の
確
保
を
目
的
と

し
、
甲
府
市
資
産
利
活
用
推
進

委
員
会
に
諮
る
中
で
売
却
を
決

定
し
、
用
地
測
量
等
を
行
っ
て

お
り
、
今
後
は
地
元
自
治
会
へ

の
説
明
を
行
う
中
で
、
売
却
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
予
防

　

高
齢
者
が
元
気
で
、
生
き
が

い
を
感
じ
て
過
ご
す
た
め
の
フ

レ
イ
ル
予
防
の
取
組
に
つ
い
て
。

　

栄
養
、身
体
活
動
、社
会
参
加
、

口
腔
を
柱
と
し
た
フ
レ
イ
ル
予

防
教
室
の
開
催
、
食
生
活
改
善

推
進
員
の
協
力
を
得
る
中
で
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
付
、
緑
が

丘
ス
ポ
ー
ツ
公
園
へ
の
健
康
器

具
設
置
に
よ
る
誰
も
が
気
軽
に

運
動
を
楽
し
む
機
会
の
拡
充
な

ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

消
防
団
の
広
報
誌

　

本
市
消
防
団
の
広
報
誌
創
設

に
つ
い
て
。

　

広
報
誌
の
創
設
は
、
Ｐ
Ｒ
の

一
つ
の
手
法
で
あ
る
と
考
え
ま

す
が
、
ま
ず
は
、
市
民
の
皆
様

の
身
近
な
存
在
で
あ
る
広
報
こ

う
ふ
と
と
も
に
、
適
時
、
適
切

な
情
報
発
信
が
可
能
な
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
電
子

媒
体
を
最
大
限
に
活
用
し
、
更

な
る
団
員
確
保
と
Ｐ
Ｒ
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
に
つ
い
て

・�

あ
す
な
ろ
学
級
の
増
設
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
増
員
に
つ
い
て　

他

ＱＡＱＡ

ＱＡ

無所属

一般質問（分割）

山田　弘之

質問
動画

「筋トレ」のススメ
　筋肉は年齢に関係なく鍛えることができ、筋力の維持向上に「筋トレ」は効果的です。特定の部位
を重点的に鍛えるのではなく、全身まんべんなく行い、少しずつ負荷を高めていくことが重要です。

見た目のカッコよさだけでない、筋トレの効用
　筋トレを実施している人たちは、実施していない人たちと比較して、総死亡および心血管疾患、全がん、
糖尿病等の発症リスクが低いことが示されています。

筋トレのやりすぎに注意‼
　エビデンスが十分でないため今後の研究が必要ですが、筋トレのやりす
ぎはかえって健康増進効果が得られなくなってしまう可能性があります。
総死亡の場合、週40分が最も低い相対リスク（※）である一方で、週140分
以上の相対リスクはむしろ高くなる可能性を示唆しています。
　厚生労働省は、個人の状態に合わせることを前提に、筋肉を休める休息
日を設けながら、筋トレを週2～3日行うことをひとつの目安として推奨し
ています。
※相対リスクとは、ある原因により、個人のリスクが何倍に高まるか（低減されるか）を表した数値です。

気軽に「ちょいトレ」しましょう。
　令和 5 年 12 月定例会で可決された補正予算を活用した「ちょい
トレ」プロジェクト推進事業により、緑が丘スポーツ公園に健康器
具が設置されました（表紙写真参照）。皆様の健康づくりに活用し
てください。

広聴広報委員　木内　直子

コラ
ム

相
対
リ
ス
ク

1.4
1.3
1.2
1.1
1.0
0.9
0.8
0.7
0 50 100 150 200

総死亡
リスク比＝1.00
約140分／週

リスク比＝0.83（最低）

筋力トレーニング（分／週）

約40分／週

出典：厚生労働省
「健康づくりのための身体活動・運動ガイド 2023」
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第
六
次
甲
府
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
都
市
像
の 

実
現
に
向
け
た
重
点
的
な
取
組

第
六
次
甲
府
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
都
市
像
の
実
現
に
向
け
た
重
点
的
な
取

組
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
、
第
六
次
甲
府
市
総
合
計
画
の
各
基
本
目
標
に
お

け
る
主
な
取
組
と
し
て
、「
い
き
い
き
と
輝
く
人
を
育
む
ま
ち
を
つ
く
る
」
で
は
、

保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
「（
仮
称
）
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
の
試
行
的
事
業
の
実
施
に
よ
る
子
育
て
家
庭
へ
の
支

援
の
推
進
な
ど
に
、「
魅
力
が
あ
ふ
れ
人
が
集
う
活
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る
」
で

は
、
甲
府
城
南
側
エ
リ
ア
に
お
け
る
歴
史
文
化
交
流
施
設
等
の
整
備
や
ま
ち
な

か
再
生
の
要
の
一
つ
で
あ
る
岡
島
百
貨
店
跡
地
の
再
開
発
の
支
援
な
ど
に
、「
安

全
で
安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
」
で
は
、
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
や
県
央
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
の
圏
域
内
の
避
難
所
で
共
同
利
用
す
る
簡
易

ト
イ
レ
の
調
達
な
ど
に
よ
る
防
災
意
識
の
高
揚
と
頻
発
・
激
甚
化
す
る
災
害
へ

の
備
え
な
ど
に
、「
自
然
と
都
市
機
能
が
調
和
す
る
快
適
な
ま
ち
を
つ
く
る
」
で

は
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
小
口
利
用
や
化
石
燃
料
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

期
待
さ
れ
る
「
ヤ
マ
ト
ダ
マ
」
を
活
用
し
た
新
産
業
の
構
築
を
目
指
す
実
証
事

業
等
に
よ
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
な
ど
に
、「
基
本
構
想
の
推
進
」
で

は
、
県
央
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
の
取
組
を
幅
広
く
発
信
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

構
築
等
に
よ
る
広
域
的
な
連
携
の
よ
り
一
層
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
む
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

（
仮
称
）事
業
所
対
抗
大
運
動
会

（
仮
称
）
事
業
所
対
抗
大
運
動
会
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
、
15
事
業
所
か
ら

20
事
業
所
、
100
名
か
ら
150
名
程
度
の
参
加
を
想
定
し
て
お
り
、
併
せ
て
身
体
測

定
会
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
健
康
経
営
の
意
識
の
醸
成
や
、
働
き
盛
り
世

代
の
中
で
も
特
に
健
康
無
関
心
層
の
健
康
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
開

催
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

PICK
UP1

PICK
UP2

令和 6 年度

予算
特別委員会
審査の 概 要

予

　算

会議録は、5月末頃から甲府市議会
ホームページでご確認いただけます。

　予算特別委員会は、市から提出された
新年度予算案に市民の皆様の声が反映さ
れているか、適切な市政執行につながる
ものになっているかなどを審査します。
　また、予算の執行にあたり留意すべき
点を委員会の意見としてとりまとめ報告
しています。

◇
予
算
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

深
沢
健
吾

　

副
委
員
長　

末
木
咲
子

　

委　
　

員　

輿
石　

修　
　

岡　

政
𠮷

　
　
　
　
　
　

山
中
和
男　
　

鮫
田
光
一

　
　
　
　
　
　

川
崎　

靖　
　

荻
原
隆
宏

　
　
　
　
　
　

鈴
木　

篤　
　

兵
道
顕
司

　
　
　
　
　
　

岡
田
真
姫　
　

神
山
玄
太

　
　
　
　
　
　

内
藤
司
朗　
　

木
内
直
子

　
　
　
　
　
　

依
田
勝
見　
　

村
松
裕
美

　
期
間

　
　

３
月
13
日（
水
）～
３
月
21
日（
木
）

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）
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半
農
半
Ｘ
の
推
進

半
農
半
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
、
専
業
農
家
の
み
な
ら
ず
農
業

に
携
わ
る
方
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
農
業
の
未
経
験
者
へ
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
充
実
さ
せ
る
中
で
、
農
業
の
担
い
手
確
保
に
つ
な
げ
て
い
く
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
農
業
従
事
者
の
方
々
と
交
流
し
意
見
交
換
で
き
る
場
を
設
置

す
る
よ
う
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

甲
府
市
防
災
ア
プ
リ

甲
府
市
防
災
ア
プ
リ
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
・
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
外
国

語
対
応
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
、
現
在
は
日
本
語
対
応
の
み
と
な
っ
て
い
る

が
、
外
国
人
住
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
新
た
に
３
か
国
４
言
語

に
対
応
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
水
害
時
の
ほ
か
、
一
人
一
人
が
地
震
に
備
え
る
た
め
の
マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
も
今
後
検
討
し
て
い
く
よ
う
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

PICK
UP3

PICK
UP4

利
便
性
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
実
証
運
行
に
取
り
組
む
こ
と
。

《
民
生
費
》

・・�

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
る
子
ど
も
の
実
態

把
握
を
行
い
、
庁
内
横
断
的
に
取
り
組
む
中
で
、
問
題
解
決
に
向
け
た

一
層
の
支
援
に
努
め
る
こ
と
。

《
農
林
水
産
業
費
》

・・�

金
峰
山
古
道
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
伴
う
林
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
駐

車
場
や
環
境
に
配
慮
し
た
ト
イ
レ
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
登
山
活

動
を
支
援
し
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
。

《
商
工
費
》

・・�

観
光
振
興
に
お
い
て
は
、
圏
域
市
町
と
連
携
す
る
中
で
、
魅
力
あ
る
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
に
取
り
組
む
こ
と
。

《
消
防
費
》

・・�

消
防
団
に
お
い
て
は
、
定
員
不
足
や
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

更
な
る
団
員
確
保
に
向
け
た
取
組
に
努
め
る
こ
と
。

《
教
育
費
》

・・�

不
登
校
対
策
に
つ
い
て
は
、
既
に
効
果
が
表
れ
て
い
る
校
内
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ
と
ル
ー
ム
」
の
拡
大
に
取
り
組
む
な
ど
、
更
な
る
支

援
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

《
交
通
災
害
共
済
事
業
特
別
会
計
》

・・�

交
通
災
害
共
済
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
民
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
存
続
で
き
る
よ
う
一
層
の
加
入
促
進
に
努
め
る
こ
と
。

《
水
道
事
業
会
計
》

・・�
水
道
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
国
に
補
助
採
択
要
件
の
緩
和
や
交

付
対
象
と
な
る
事
業
・
施
設
の
拡
大
な
ど
を
求
め
る
中
で
、
着
実
に
推

進
し
て
い
く
こ
と
。

・・�

甲
府
の
お
い
し
い
水
は
地
域
資
源
と
な
り
得
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
魅
力

を
よ
り
効
果
的
に
発
信
し
て
い
く
た
め
、
他
部
局
と
連
携
す
る
中
で
観

光
地
等
へ
の
給
水
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
を
検
討
す
る
こ
と
。

予
算
特
別
委
員
会
か
ら
の
意
見

委
員
間
の
討
議
に
よ
り
、
来
年
度
予
算
を
執
行
す
る
上
で
留
意
す
べ
き

点
等
と
し
て
集
約
し
た
委
員
会
の
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
歳
入
》

・・�

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
地
場
産
業
の
活
性
化
に
寄
与
で
き
る
よ

う
取
り
組
む
と
と
も
に
、
着
実
な
収
入
増
に
向
け
推
進
し
て
い
く
こ
と
。

《
総
務
費
》

・・�

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
早
期
の
事
業
化
を
見
据
え
、
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令和6年3月定例会 審議結果
議案番号 件名等 議決月日 結 果 政　和

こうふ
政　友
クラブ 公明党 こうふ

未　来
日　本
共産党

市　民
クラブ

無所属
山田弘之

無所属
村松裕美

令
和
6
年
度
予
算

議案第 2 号 令和6年度甲府市一般会計予算 3月25日 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× ×× 〇〇 ××
議案第 3 号 令和6年度甲府市国民健康保険事業特別会計予算 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× ×× 〇〇 〇〇
議案第 4 号 令和6年度甲府市交通災害共済事業特別会計予算 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第 5 号 令和6年度甲府市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× 〇〇 〇〇 〇〇
議案第 6 号 令和6年度甲府市介護保険事業特別会計予算 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× ×× 〇〇 〇〇
議案第 7 号 令和6年度甲府市後期高齢者医療事業特別会計予算 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× ×× 〇〇 〇〇
議案第 8 号 令和6年度甲府市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計予算 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第 9 号 令和6年度甲府市地方卸売市場事業会計予算 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第10号 令和6年度甲府市病院事業会計予算 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第11号 令和6年度甲府市下水道事業会計予算 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第12号 令和6年度甲府市水道事業会計予算 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× ×× 〇〇 〇〇
議案第13号 令和6年度甲府市農業集落排水事業会計予算 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第14号 令和6年度甲府市簡易水道等事業会計予算 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第15号 令和6年度甲府市浄化槽事業会計予算 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

令
和
5
年
度
補
正
予
算

議案第16号 令和5年度甲府市一般会計補正予算（第12号） 3月12日 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× 〇〇 〇〇 〇〇
議案第17号 令和5年度甲府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第18号 令和5年度甲府市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第
1号） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× 〇〇 〇〇 〇〇

議案第19号 令和5年度甲府市介護保険事業特別会計補正予算（第3号） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第42号 令和5年度甲府市一般会計補正予算（第13号） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第47号 令和5年度甲府市一般会計補正予算（第14号） 3月25日 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

条
例
の
一
部
改
正

議案第20号
甲府市行政手続における特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情
報の提供に関する条例の一部を改正する条例制定について

3月25日 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第21号 甲府市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第22号 甲府市手数料条例の一部を改正する条例制定について 2月28日 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第23号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例制定について 3月25日 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第24号 甲府市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第25号 甲府市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第26号 甲府市老人デイサービスセンター条例の一部を改正する条例
制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第27号
甲府市指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営
に関する基準等を定める条例及び甲府市障害福祉サービス事
業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例制定について

〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第28号
甲府市障害者支援施設の設備及び運営に関する基準を定める
条例及び甲府市指定障害者支援施設等の人員、設備及び運営
に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例制定につ
いて

〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第29号 甲府市指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関する
基準等を定める条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第30号 甲府市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× ×× 〇〇 〇〇
議案第31号 甲府市介護保険条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× ×× 〇〇 〇〇

議案第32号
甲府市指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関
する基準を定める条例等の一部を改正する等の条例制定につ
いて

〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第33号 甲府市建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律関係
手数料条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第34号 甲府市建築基準法施行条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第35号 甲府市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例等の一
部を改正する条例制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議案第43号 甲府市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制
定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

人
事
・
そ
の
他

議案第36号 山梨県市町村総合事務組合規約の変更について 3月12日 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第37号 工事請負契約の締結について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第38号 包括外部監査契約の締結について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第39号 工事請負契約の締結について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第40号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 〃 同意 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第41号 債権の放棄について 〃 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第44号 市道路線の認定について（富竹甲斐線） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第45号 市道路線の認定について（上石田甲斐線） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第46号 市道路線の認定について（白井渋川線） 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
議案第48号 監査委員の選任について 3月25日 同意 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

諮問第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦について 3月12日
諮問の
とおり
決定

〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

議
員
提
出

甲議第 1 号 甲府市議会委員会条例の一部を改正する条例制定について 3月12日 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
甲議第 2 号 甲府市議会会議規則の一部を改正する規則制定について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
甲議第 3 号 厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書提出について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× 〇〇 〇〇 〇〇
甲議第 4 号 被災者生活再建支援制度の拡充を求める意見書提出について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
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請願又は議員自らの提案に基づき、
議会の意思を決定し提出します。

各意見書の
内容はこちら

市民の声を反映して意
見
書

令和6年3月定例会 請願審査結果
番　号 件　　名 付託委員会 結　　果

請　
　

願

第 5 － 3 号 自治体会計年度職員の勤勉手当など処遇改善を求める請願 総　　務 不 採 択
第 5 － 6 号 マイナ保険証の運用の中止を求める請願 民生文教 〃
第 5 －10号 GX脱炭素電源法の撤回を求める請願 環境水道 〃
第 6 － 1 号 「女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書」の日本政府への提出についての請願 総　　務 採　　択

第 6 － 3 号 認知症予防に対する、加齢性難聴者の補聴器購入への助成制度の実施に関する意見書提
出を求める請願 民生文教 〃

第 6 － 5 号 労働法の権利を厳守し労働者の心身の健康を求める請願 経済建設 不 採 択
第 6 － 6 号 国内すべての原発の廃止を求める請願 環境水道 〃
第 5 － 8 号 「保育士配置基準改善と大幅な賃金引き上げを求める意見書」の採択を求める請願 民生文教 継続審査
第 5 －14号 2024年からの様々な国民負担の中止などをもとめる請願 総　　務 〃
第 5 －20号 自治体職員の多忙化を防止し丁寧な市民対応を求める請願 〃 〃
第 5 －22号 社会保障の根幹を揺るがす医療扶助の国保等への加入に対する請願 民生文教 〃
第 6 － 2 号 困難な問題を抱える女性への支援に必要な施策を講じることを求める請願 総　　務 〃
第 6 － 4 号 訪問介護報酬引き下げの撤回等を求める請願 民生文教 〃

政和こうふ　◎輿石　修　金丸三郎　岡　政𠮷　山中和男
　　　　　　　末木咲子　小沢宏至　鮫田光一　川崎　靖
　　　　　　　鷹野弘貴　中嶌　寿
政友クラブ　◎長沼達彦　荻原隆宏　鈴木　篤　坂本信康
　　　　　　　小澤　浩　深沢健吾　橘田大洋

公　明　党　◎長沢達也　兵道顕司　堀とめほ　岡田真姫
こうふ未来　◎神山玄太　廣瀬集一　藤原伸一郎　清水一成
日本共産党　◎木内直子　内藤司朗　清水英知
市民クラブ　◎山田　厚　依田勝見
無　所　属　　山田弘之　村松裕美

◆甲府市選挙管理委員会委員の選挙当選者
　志村文武　三井和子　原　栄治　奥田正直
◆甲府市選挙管理委員会委員の補充員の選挙当選者
　石川甚德　川邨　靖　大塚　茂　秋山　直
◆新倉外三字施業区恩賜県有財産保護組合議会議員の選挙当選者
　古屋憲昭　平川一星　古屋良夫　米山義智

◎�人事案件については、次のとおり同意、諮問のとおり
決定されました。

◆固定資産評価審査委員会委員の選任について
　深澤　勲　
◆監査委員の選任について　
　塚原　工
◆人権擁護委員の推薦について
　大澤正史
� （敬称略）

議案番号 件名等 議決月日 結 果 政　和
こうふ

政　友
クラブ 公明党 こうふ

未　来
日　本
共産党

市　民
クラブ

無所属
山田弘之

無所属
村松裕美

議
員
提
出

甲議第 5 号 女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書
提出について 3月12日 可決 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ××

甲議第 6 号 加齢性難聴者の補聴器購入に対する助成制度の実施を求める
意見書提出について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

選
挙

甲選第 1 号 甲府市選挙管理委員会委員の選挙について 3月12日 当選 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇
甲選第 2 号 甲府市選挙管理委員会委員の補充員の選挙について 〃 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

甲選第 3 号 新倉外三字施業区恩賜県有財産保護組合議会議員の選挙につ
いて 3月25日 〃 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇

� ○○賛成　××反対

甲府市議会会派等 ◎は会派代表者

〇厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書
　提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　内閣官房長官　総務大臣　財務大臣　厚生労働大臣

〇被災者生活再建支援制度の拡充を求める意見書
　提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　国土交通大臣　内閣府特命担当大臣（防災）

〇女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書
　提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　総務大臣　法務大臣　外務大臣　内閣府特命担当大臣（男女共同参画）

〇加齢性難聴者の補聴器購入に対する助成制度の実施を求める意見書
　提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　厚生労働大臣　山梨県知事

請願・陳情等の提出期限のお知らせ
甲府市議会基本条例に、請願者等に説明機会を設けることができることが規定されました。
請願・陳情等の提出は、原則として定例会開会日の 4開庁日前までにお願いします。

※令和 6年 6月定例会審査分の提出期限：6月 4日（火）まで
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甲府市議会ホームページ・Eメール

URL	 https://www.city.kofu.yamanashi.jp/shise/gikai/index.html
Email	 gikai@city.kofu.yamanashi.jp 〈モバイル〉 〈フェイスブック〉

甲府市議会広聴広報委員会
委員長：兵道顕司　副委員長：小澤　浩
委　員：末木咲子　川崎　靖　鷹野弘貴　中嶌　寿　深沢健吾　橘田大洋　堀とめほ　清水一成　木内直子　依田勝見

議会日誌

6月定例会の予定

無料アプリ「マチイロ」を利用し
て、スマートフォンなどで、いつで
も甲府市議会だよりがお読みいた
だけます。

※通信料は利用者負担となります。
※�表示される広告の内容について
は、一切責任を負いません。

月 火 水 木 金 土 日
6/10 11 12 13 14 15 16

本会議
（開会） 休会 休会 本会議（10：00～）

（市政一般質問）

17 18 19 20 21 22 23
本会議

（10：00～）
（市政一般質問）

常任委員会 休会 本会議
（閉会）

本会議の内、開会日及び市政一般質問を行う 3日間はNNS（10ch）やインターネットに
よる中継のほか、本庁舎南側にある大型ビジョンでも放映します。

編集後記
今回の企画ページでは、今年の１月と２月に開催した「市民と議会の交流会」を紹介する内容となっていま
す。どちらの交流会でも、参加者の皆様から熱いご意見をたくさんいただきました。
また、今号は３月定例会で設置した予算特別委員会に加え、２月臨時会の概要などもりだくさんの内容となっ
ています。
広聴広報委員会では、より読みやすい市議会だよりをお届けするため、掲載内容だけでなく、文章表現やデ
ザインについても議論を重ねています。
今後の甲府市議会だよりにも、ぜひご注目ください。� 広聴広報委員　橘田大洋

1月12日（金）� 民生文教委員会
1月18日（木）� 総務委員会
1月22日（月）� 議会運営委員会
1月24日（水）� 会派代表者会議
1月25日（木）� 大和郡山市議会・甲府市議会議員相互交�
1 月26日（金）� 流研修会（1期・2期議員）
1月29日（月）� �広聴広報委員会（広聴部会）、市民と議会

の交流会（医療・介護・福祉の専門職の
方々）

2月 1日（木）� �議会運営委員会、山梨県市議会議長会議
員合同研修会（後期）

2月 2日（金）� �2月臨時会開会、本会議（提案理由の説明、
各常任委員会付託）、民生文教・経済建設
委員会、本会議（各常任委員長報告、採決）、
2月臨時会閉会、広聴広報委員会、広聴広
報委員会（広報部会）

2月 5日（月）� 議会運営委員会
2月 9日（金）� 環境水道委員会、経済建設委員会
2月13日（火）� �会派代表者会議、市民と議会の交流会（甲

府市立甲府商科専門学校学生）
2月19日（月）� 議会運営委員会、民生文教委員会
2月22日（木）� 議会運営委員会

2月28日（水）� �3月定例会開会、本会議（提案理由の説明、
総務委員会付託）、総務委員会、本会議（総
務委員長報告、採決）、会派代表者会議、広
聴広報委員会、広聴広報委員会（広報部会）

3月 1日（金）� 議会運営委員会
3月 4日（月）� 本会議（質疑及び市政一般質問）
3月 5日（火）� 本会議（質疑及び市政一般質問）
3月 6日（水）� �議会運営委員会、本会議（質疑及び市政

一般質問、提案理由の説明、各常任委員
会付託、予算特別委員会設置）、予算特別
委員会

3月 7日（木）� 常任委員会（総務・民生文教）
3月 8日（金）� 常任委員会（経済建設・環境水道）
3月12日（火）� �議会運営委員会、本会議（各常任委員長

報告、討論、採決）、広聴広報委員会
3月13日（水）� 予算特別委員会（土・日・祝日を除く）
　　～
3月21日（木）�
3 月25日（月）� �議会運営委員会、本会議（予算特別委員

長報告、討論、採決、提案理由の説明、総
務委員会付託）、総務委員会、本会議（総
務委員長報告、採決）、3月定例会閉会

4月 2日（火）� 広聴広報委員会

　令和6年6月定例会より、「市政一般質問3日間の開会時間が午前10時」に
なります。傍聴にお越しの際や、テレビでの議会中継を御覧になる際にはご注意ください。
　なお、定例会の日程につきましては開会日のおよそ2カ月前から甲府市議会のホーム
ページに掲載いたしますので、ご確認ください。
　市政一般質問以外の本会議は、これまでどおり午後1時からの開会です。

お知らせ！
Information
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